
2015 年 1 月 22 日

声明
ニジマスなどの外来種放流はやめましょう

イトウ保護連絡協議会　itou-net.sakura.ne.jp/
釧路自然保護協会、猿払イトウの会、Friends of Shari River 斜里川を考える会、

朱鞠内湖淡水漁業協同組合、尻別川の未来を考えるオビラメの会、

ソラプチ・イトウの会、道東のイトウを守る会、十勝のイトウを守る会、

別寒辺牛川流域イトウ保護連絡協議会

イトウ（Parahucho perryi）に象徴される北海道の河川生態系にとって、外来種が大き

な脅威になっていることが、最近の生態学研究で明らかになってきました。

　たとえば、環境省によって要注意外来生物リストに上げられている北米原産のニジマス

（Oncorhynchus mykiss）は、定着先の道内河川において、繁殖期や繁殖場所がイトウと重なるため、

両種の間に繁殖をめぐる直接的な競合が起きている可能性が指摘されています [1]。とりわけ絶滅

に瀕しているイトウ個体群生息地では、ニジマスとの競合による繁殖率の低下が致命傷となりかね

ません。

　もとよりニジマスは、国際自然保護連合（IUCN）「種の保存委員会」により『世界の侵略的外

来種ワースト 100』(http://www.iucn.jp/species/376-worst100.html）や、日本生態学会の『日本

の侵略的外来種ワースト 100』、また環境省の「要注意外来生物リスト」(http://www.env.go.jp/
nature/intro/1outline/caution/）に掲載されるなど、移入先の在来生態系への影響が強く懸念され

ている生物です。

　分類学上の見直しが進み、最近になって１属１種とみなされるようになったイトウが自然分布す

る地域は、地球上で北海道と沿海州、および南千島、サハリンだけです。今後、地域個体群のひと

つたりとも絶滅させることのないよう、在来生態系にとってリスクの高いニジマスなど外来種の放

流はやめましょう。

イトウ保護連絡協議会は、
北海道内の各地域においてイトウの保全に関わっている団体、組織、グルー

プが、情報交換をし、互いに互いの活動をバックアップしあい、時には行動

を共にして、北海道のイトウ保護活動に積極的に寄与していこうという、イ

トウ保護組織の連合体です。
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